
Ⅳ 令和３ 年度浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定計画 

 

令和３ 年３ 月５ 日  

静岡県環境放射能測定技術会  

 

 

浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定書第４ 条第１ 項の測定計画を次のと おり

定める。  

 

１  目的 

  浜岡原子力発電所周辺の環境放射能の測定は、 次に掲げる目的の下、 実施するものと

する。  

 ( 1)  周辺住民等の被ばく 線量の推定及び評価 

   浜岡原子力発電所の周辺住民等の健康と 安全を守るため、 平常時から 、 環境におけ

る浜岡原子力発電所起因の放射性物質又は放射線による周辺住民等の被ばく 線量を

推定し 、 評価する。  

 ( 2)  環境における放射性物質の蓄積状況の把握 

浜岡原子力発電所から の影響の評価に資するため、 平常時から 、 浜岡原子力発電所

の運転により 放出さ れた放射性物質の環境における蓄積状況を把握する。  

 ( 3)  浜岡原子力発電所から の予期し ない放射性物質又は放射線の放出の早期検出及び

周辺環境への影響評価 

   浜岡原子力発電所から 敷地外への予期し ない放射性物質又は放射線の放出を検出

するこ と により 、 浜岡原子力発電所の異常の早期発見に資する。  

   また、 浜岡原子力発電所から 予期し ない放射性物質又は放射線の放出があっ た場合

に、 その影響を的確かつ迅速に評価するため、 平常時モニタ リ ングの結果を把握し て

おく 。  

 ( 4)  緊急事態が発生し た場合への平常時から の備え 

   緊急事態が発生し た場合に、 緊急事態におけるモニタ リ ングへの移行に迅速に対応

できるよう 、 平常時から 緊急事態を見据えた環境放射線モニタ リ ングの実施体制を備

えておく 。  

 ( 5)  補足参考測定 

   ( 1) から ( 4) までの目的を達成する上で参考と なるも の、 浜岡原子力発電所から の影

響を判断する上で参考と なるも の、 環境中の経時変化を把握する上で有効なも の又は

測定技術の維持が必要と 考えら れるも のについては、 平常時から 測定を行い、 その結

果を把握し ておく 。  

   

２  対象範囲 

  測定を行う 範囲は、 陸上については浜岡原子力発電所を中心と し た概ね半径 10km の

地域と し 、海上については浜岡原子力発電所の前面海域で概ね半径 10kmの海域と する。  
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３  実施機関 

  測定は次に掲げる機関が行う も のと し 、 御前崎市、 牧之原市、 掛川市及び菊川市は試

料採取等において協力する。  

 ( 1)  静岡県環境放射線監視センタ ー 

 ( 2)  中部電力株式会社浜岡原子力発電所 

 

４  実施内容 

  １ の目的ごと に実施する内容は、 別記１ に掲げると おり と する。  

 

５  測定方法等 

  測定方法等は、 原子力規制庁が作成する「 放射能測定法シリ ーズ」 等を参考に別に定

めるも のと する。  

 

６  実施計画 

  令和３ 年度の実施計画は、 別記２ に掲げると おり と する。  

 

７  測定結果の報告 

  技術会は、 原則と し て四半期ごと に、 各実施機関から 測定結果の報告を受けるこ と と

する。  

 

８  測定結果の評価 

  技術会は、 実施機関から 報告を受けた測定結果について、 別に定める方法により 評価

を行う も のと する。  

 

９  調査結果のまと め 

  技術会は、 測定結果及び評価結果をと り まと め、 調査結果書を作成する。  
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別記２

１ 　 空間放射線量
　 ( 1)  空間放射線量率

市名 モニタ リ ングステーショ ン名

白砂 県

中町

桜ヶ 池公民館

上ノ 原

佐倉三区

平場 県

白羽小学校 中部電力

旧監視センタ ー

草笛

浜岡北小学校

新神子

牧之原市 地頭方小学校 中部電力

掛川市 大東支所

菊川市 菊川市水道事務所

　 ( 2)  積算線量

市名 名称
芹沢

西山

上比木

合戸東前

門屋石田

中尾

朝比奈原公民館

旧地頭方中学校

菅山保育園

鬼女新田公民館

掛川市 千浜小学校

菊川市 東小学校

※1　 「 １ 　 目的」 の( 5) による補足参考測定

備考

御前崎市

県
中部電力

12

4～6月
7～9月

10～12月
1～3月

96

地点名
測定機関 地点数 測定期間 年測定数

令和３ 年度実施計画

地点名
測定機関 地点数 測定期間 備考

御前崎市

14
通年

（ 連続測定）

中部電力

県

県

※1

牧之原市
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２ 　 環境試料中の放射能
　 ( 1)  陸上試料

市名 地名・ 名称 γ Sr-90 H-3 Pu 計
白砂 県
中町 中部電力
平場 県
白羽小学校 中部電力

牧之原市 地頭方小学校 中部電力
白砂 県
中町 中部電力
平場 県
白羽小学校 中部電力

牧之原市 地頭方小学校 中部電力
市役所
新神子
（ 市役所）
（ 新神子）
下朝比奈
新神子
比木

牧之原市 笠名
（ 1地点） （ R7）
（ 1地点） （ R6）

掛川市 （ 1地点） （ R4）
岳洋中学校 7月 2 2 2 6
（ 1地点） （ R5）

御前崎市 下朝比奈
牧之原市 笠名

千浜 10月 2 2
（ 1地点） （ R5）
（ 1地点） （ R7）
（ 1地点） （ R4）
（ 1地点） （ R6）
八千代
中原

キャ ベツ 御前崎市 合戸
県

中部電力
1 2月 2 2 4

雨垂
上ノ 原

牧之原市 笠名
嶺田 12月 2 2
（ 1地点） （ R4）
（ 1地点） （ R5）
池新田 5月
白浜 1月

牧之原市 堀野新田 2月

白ねぎ 御前崎市 合戸
県

中部電力
1 12月 2 2

かんし ょ 御前崎市 新神子
県

中部電力
1 9月 2 2 いも 類

洗井
白浜

牧之原市 堀野新田

法ノ 沢 2
新野
新谷 2

牧之原市 笠名 2
菊川市 川上

（ 1地点） （ R4）
（ 1地点） （ R5）
（ 1地点） （ R6）

掛川市 下土方
菊川市 嶺田 8

雨水・ ち り 降下物 御前崎市 池新田
県

中部電力
1 毎月 24 24 ※3

池新田
平場前
白砂
白砂 県
平場 県
中町 中部電力
上ノ 原 中部電力

合計 222 36 48 2 308
※1 県と 中電の測定数の合計 は令和4～7年度実施予定分
※2　 「 １ 　 目的」 の( 4) による バッ ク グラ ウン ド の把握のみを 目的と し た測定

※3　 「 １ 　 目的」 の( 5) による 補足参考測定

48 ※3

24 ※3

大気
大気中
水分

御前崎市 4 毎月 48

24

指標生物 松葉 御前崎市
県

中部電力
3 6, 9, 12, 3月 24

原乳
県

中部電力
2 4, 7, 10, 1月 16

16

茶葉 菊川市 -
※2
5年に1回

茶葉
御前崎市

県
中部電力

5 4月 10

2 2 かんき つ類みかん 牧之原市 堀野新田
県

中部電力
1 11月

6 6 12 根菜類

6
鱗菜類

大根
御前崎市 県

中部電力
3 1月

レ タ ス 菊川市
県

中部電力
1

葉菜類
※2
5年に1回

たまねぎ
御前崎市 県

中部電力
3 6

白菜
御前崎市 県

中部電力
3 12月 6

4 う り 類

葉菜類
6

※2
5年に1回
（ Puは最初の1
回のみ。 ）菊川市

農畜産物

玄米

県
中部電力

2 10月 4 4

すいか 御前崎市
県

中部電力
2 7月 4

8 穀類

玄米

掛川市

1
穀類
※2
5年に1回菊川市

土壌

土壌
御前崎市 県

中部電力
4 32

土壌

牧之原市
県

中部電力
1

※2
5年に1回

4, 7, 10, 1月 16 8
注） 24

326, 9, 12, 3月

60
ろ紙を 回収し
測定

陸水
上水 御前崎市

県
中部電力

2

大気
大気中
浮遊塵

御前崎市
5 毎月 60

注） 2地点を 交
互に年2回

上水 御前崎市 （ R6）

大気
大気中
浮遊塵

御前崎市
5

通年
（ 連続測定）

分類 試料名
地点名

測定機関 地点数 測定時期

全α・ 全β放
射能

年測定数 ※1
備考
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　 ( 2)  海洋試料

γ Sr -90 H-3 計

菊川河口

高松沖

尾高漁場

中根礁

御前崎港
浅根漁場

1, 2号機放水口付近

取水口付近
3号機及び4号機放水口付近

5号機放水口付近

し ら す 1 4, 8, 10月 6 6 12

ひら め 1 1月 2 2

あじ 1 4, 11月 4 4

かさ ご 1 11月 2 2 4

さ ざえ 1 1月 2 2 4

はまぐ り 1 1月 2 2

かき 1 7月 2 2

いせえび 1 10月 2 2 4 甲殻類

たこ 1 5月 2 2 頭足類

なまこ 1 1月 2 2 棘皮類

わかめ 1 2月 2 2 4 海藻

菊川河口

高松沖

尾高漁場

中根礁

御前崎港

浅根漁場
1, 2号機放水口付近

取水口付近
3号機及び4号機放水口付近

5号機放水口付近

（ 菊川河口）

（ 高松沖）

尾高漁場
中根礁

（ 御前崎港）

（ 浅根漁場）
（ 1, 2号機放水口付近）

（ 取水口付近）
（ 3号機及び4号機放水口付近）

（ 5号機放水口付近）

合計 188 14 4 206

※1 県と 中電の測定数の合計

※2　 「 １ 　 目的」 の(4) によるバッ ク グラ ウンド の把握のみを目的と し た測定

※3　 「 １ 　 目的」 の(5) による補足参考測定

３ 　 排水の全計数率
測定機関 地点数 測定期間

1, 2号機放水口モニタ

中部電力 4 通年
（ 連続測定）

3号機放水口モニタ

4号機放水口モニタ

5号機放水口モニタ

地点名 備考

（ R6）

（ R5）

（ R4）

8月 4 4

80 ※3

海水
海水

（ 表層水）

（ R7）

海水 海水
（ 表層水）

県
中部電力

10

5, 8, 11, 2月 80

※2
5年に1回

海産生物 周辺海域
県

中部電力

魚類

貝類

80 80

測定時期分類 試料名 地点名 測定機関 地点数

海底土
海底土

（ 表層土）
県

中部電力
10 5, 8, 11, 2月

年測定数 ※1
備考

58



59


